




Calculations to the total number of the liberal arts in NUAS by 
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1 2 3 4
1　 ① ⑤ ⑨ ② ⑥ ⑩ ③ ⑦ ⑪ ④ ⑧ ⑫
2　 ② ⑥ ⑩ ③ ⑦ ⑪ ④ ⑧ ⑫ ⑤ ⑨ ①
3　 ③ ⑦ ⑪ ④ ⑧ ⑫ ⑤ ⑨ ① ⑥ ⑩ ②
4　 ④ ⑧ ⑫ ⑤ ⑨ ① ⑥ ⑩ ② ⑦ ⑪ ③
5　 ⑤ ⑨ ① ⑥ ⑩ ② ⑦ ⑪ ③ ⑧ ⑫ ④
6　 ⑥ ⑩ ② ⑦ ⑪ ③ ⑧ ⑫ ④ ⑨ ① ⑤
7　 ⑦ ⑪ ③ ⑧ ⑫ ④ ⑨ ① ⑤ ⑩ ② ⑥
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であり、少なくとも1度は取れる確率 Aは、
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学年 1 2 3 4
前期後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
期 1 2 3 4 5 6 7 8
開講数 /（週・科目） 1 1 1 1 1 1 1 1
定員オーバーを考慮した履修
成功率
0.85 0.85 0.9 0.9 1 1 1 1
学生教養選択可能数 /週（ri）
（試行回数）
7 7 4 4 2 2 10 12
一科目週あたりの出現頻度
（pi当たり個数）
0.803149606 0.80314961 0.8503937 0.8503937 0.94488189 0.94488189 0.94488189 0.94488189
ダミー総数（ni）（全体数 >=20） 25 25 24 24 22 22 22 22
希望１科目履修不可能確率
n! 1.55112E+25 1.5511E+25 6.2045E+23 6.2045E+23 1.124E+21 1.124E+21 1.124E+21 1.124E+21
(n-r)! 6.40237E+15 6.4024E+15 2.4329E+18 2.4329E+18 2.4329E+18 2.4329E+18 479001600 3628800
nPr 2422728000 2422728000 255024 255024 462 462 2.3465E+12 3.0974E+14
(n-p)! 6.20448E+23 6.2045E+23 2.5852E+22 2.5852E+22 5.1091E+19 5.1091E+19 5.1091E+19 5.1091E+19
(n-p-r)! 3.55687E+14 3.5569E+14 1.2165E+17 1.2165E+17 1.2165E+17 1.2165E+17 39916800 362880
(n-p)Pr 1744364160 1744364160 212520 212520 420 420 1.2799E+12 1.4079E+14
その期で希望科目が取れない
確率
0.72 0.72 0.83333333 0.83333333 0.90909091 0.90909091 0.54545455 0.45454545
総科目数 履修希望科目数 目的科目修得確率 卒業可能確率
20 1.4 91.0％   71.89％
30 2.1 86.8％   99.10％
40 2.8 82.6％ 100.00％
50 3.5 76.5％ 100.00％
60 4.2 71.8％ 100.00％
70 4.9 67.5％ 100.00％
80 5.6 63.8％ 100.00％
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シミュレーションモデル用いた名古屋学芸大学教養科目数の計算■
　本モデルの条件下では卒業可能な確率は、7分野で35科目以上開講すれば
ほぼ100％、34科目では99.83％が可能と計算された。現状の60科目7分野とい
う条件は、学生自身が単位をしっかりと修得していけば問題無く卒業できる
状況にあると推定できる。また、卒業に必要な総単位数のみを現状24単位か
ら増減させてみたところ、この条件は、卒業可能確率に与える影響は大きく
ないことが判明した。必要分野というより厳しい条件をクリアすれば残りの
教養科目はどこかで取れるような状況が生じているからである。従って、常
識的な範囲であれば必要単位数を増やしても卒業可能確率に大きな影響は与
えないであろう。ただ、学生の修得可能な単位数は上限あるため、教養とし
て必要な単位数は専門科目とのバランスの中で設定するべきである。
　また、履修を強く希望する科目が3.5科目程度あるケースでは約76.5％の学
生が目的科目群を4年間で受講できることになっている。現状の学生の意識
から見て、教養科目の履修に強い希望を持ち取れない場合に大きな不満とな
るような科目数が5科目以上になるとは考えにくい。よって、これらから判断
して現状（60科目程度開講し強い希望科目が4科目程度）では約7割以上の学
生が4年間で希望の教養科目を修得できるチャンスを得ているだろうと推測
できる。逆にあまり多くの科目を開講しすぎると強い希望科目が多数出現し
重複により学生の不満が高まる可能性も出てくる。
　ただこのようなシミュレーションは用いたパラメータ値で大きく結果が変
化することは明白であるので、今後、各時間割と学生の履修状況を分析しパ
ラメータ値の精度を高めることが重要になる。
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